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科 目 名

担 当 者

事前、あるい
は並行して学
ぶべき内容

文献リスト

その他履修に
必要な学習

調査研究を行う上で、定量的・定性的なデータ解析方法のいずれも選択できるよ
うに、調査分析手法の基本的な事項について学習すると良い。

【予備学習ガイド】

生活環境学特論

山崎　さゆり

文献①～③は、そもそも子ども・人間にとって最適な生活環境とはどのようなも
のなのか、について考える上で一助となる古典的文献であり、一読されたい。ま
た、④～⑤については、自らの問題意識を喚起する、あるいは、採取したデータ
を丹念に整理していくプロセスにおいてヒントを与えてくれると思われる。
　その他、現代の子どもを取り巻く生活環境（ヒト・モノ・コト）の現状と課題
について、様々な視点から考察できるよう、文献リストを参考にしながら、基礎
的、かつ幅広い知識を身につけるよう心掛けてほしい。

①ヨハン・ホイジンハ著「ホモ・ルーデンス」中央公論新社
②ロジェ・カイヨワ著「遊びと人間」講談社
③S・シャマイエフ他著「コミュニティとプライバシイ」鹿島出版会
④石毛直道著「住居空間の人類学」鹿島出版会
⑤今和次郎著「考現学入門」筑摩書房
⑥池邊陽著「デザインの鍵」丸善
⑦延藤安弘著「「まち育て」を育む―対話と協働のデザイン」東京大学出版会
⑧上田篤著「日本人と住まい」岩波新書
⑨鈴木成文著「住まいを読む―現代日本住居論」建築資料研究社
⑩鈴木成文著「五一C白書」住まいの図書館出版局
⑪田中直人他著「五感を刺激する環境デザイン」彰国社
⑫ヴァレンタイン，ギル著「子どもの遊び・自立と公共空間―「安全・安心」の
まちづくりを見直す　イギリスからのレポート」明石書店
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期末

開 講 期 １・２年次

科 目 名 精神医学特論

担 当 者 中川　正俊

気分障害（概念，診断，成因仮説，症状）

授業の概要

　今日の代表的な精神障害（mental disorders）を取り上げて、その成り立ちのメカニズムや精
神医学的診断・治療などについて、生物学的・心理的・社会的な視点に立脚した重層的な知識を
涵養する。同時に患者が体験する「病い（illness）」に加え、精神障害（mental disorders）
が患者の生活・人生に及ぼす影響についても全人的な理解を深める。精神障害の客観的側面と主
観的側面の双方を理解することを通して、精神障害（mental disorders）のある人に対する高度
な専門性に基づく質の高い支援を実践する力量を養う。加えて精神医学上のトピックスについて
も講義を行う。授業は講義形式を基本とするが、学問的及び実践的な見地に立脚した活発な討議
も重視する。

授業のねらい
・到達目標

１．代表的な精神障害（mental disorders）に関する専門的知識を取得する。
２．患者が体験する「病い（illness）」と生活・人生への影響について理解を深める。
３．専門的知識を支援の実践に応用する視点を獲得する。
４．精神医学および精神障害（mental disorders）に関する様々な論点につき，自ら問いを発し
　　論ずることができる。

授業の方法・授業計画

精神医学の基礎知識

精神科診断学

精神症状学

認知症性疾患

統合失調症（概念，診断，疫学，成因仮説，症状）

統合失調症（認知機能障害，特徴的行動特性，経過，予後，治療法）

評価方法
及び評価基準

レポート（70％），質問・発話・討議への参加度（30％）

気分障害（経過，予後，治療法，特別なうつ病）

神経症性障害・ストレス関連障害・身体表現性障害

パーソナリティ障害，摂食障害

小児期の精神障害

身体的治療法

精神療法

環境・社会療法

精神医療の現状

授業に関する
連　絡

本授業は講義形式で進行するが，授業毎に質問や議論の時間も確保する。

参考文献

ICD-10精神および行動の障害－臨床記述と診断ガイドライン新訂版（医学書院）

現代臨床精神医学第12版（金剛出版）

事前・事後
学習の内容

［事前学習］授業テーマにつき，文献などを使用して下調べをするとともに，生活や実践場面を
通して生じた疑問点をまとめて授業に臨むこと。
［事後学習］授業で配布したプリントに基づき知識を整理すること。

履修上の注意 履修者は積極的に議論に参加すること。

テキスト 特になし。授業毎にプリントを配布する。
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